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原
本

『
兩
度
聞
書
』

か
ら
板
本

『
兩
度
聞
書
』

へ

石

神

秀

美

 
東
常

縁
講

・
宗
祇
録
編
と
傳

へ
る

『
古
今
和
歌
集
爾
度
聞
書
』

に
は
、
そ
の

題

を
有
す
る
爲
本

の
外
、
寛
永
十
五
年
刊
行

の
板
本
が
あ
り
、

こ
れ
を
も

つ
て

一
般
に
流
布
す
る
。

ま
た
内
題

・
外
題
と
も
そ
れ
と

は
異
な
り
な
が
ら
内
容
的

に
は
大
差
の
な

い
聞
書
爲
本
も
傳
存

し
、
そ
れ
ら
の
相
互
關
係
を
ど
う
考

へ
る

べ
き
か
が
先
づ
問
題

で
あ

つ
た
。
近
年
片
桐
洋

一
氏

は

『
中
世
古

今
集
注
釈
書

解
題
 
三
』
に

『
雨
度
聞
書
』
の
系
統
を
大
別
し
、

一
つ
は
宗
祇
が
近
衛
尚
通

に
む
か

つ
て
こ
れ
を
讃

み
な

ほ
し
た
尚
通
筆
録

本

(
た
ゴ
し
内
題

「
古
今
和
歌

集
聞
書

」)
、
も
う

↓
つ
は
板
本

の
二
系
と
さ
れ
、
現
存
諸
本
中
最
善

本
は
両
通

筆
録
本
聞
書

の
、
宮
内
聴
書
陵

部
藏
桂
宮
智
仁
親

王
慶
長
七
年
書

爲
本

で
あ

る

と
し
て
そ
れ
を
醗
刻
紹
介
さ
れ
た
。
板
本
と
尚

通
聞
書

の
大
き
な
相
違

は
假
名

序
聞
書

部
分
が
行
文
上
相
當
に

へ
だ

瓦
つ
て
ゐ
る
こ
と

で
あ
る
。

 
と

こ
ろ
で
稿

者
は

『
雨
度
聞
書
』
と
題

す
る
爲
本

の
二
、
三
種
、
右

の
片
桐

氏
活
字
醗
刻
本
、
板
本
、

『
古
聞
』
 
(
宗
祇
講

・
省
柏
録
編
、
後

人
追
補
?
)

な
ど
敷
種

の
聞
書
を
比
較
す
る
う
ち

に
、
片
桐
氏

の
御
見
解

に
多
少
反
す

る
こ

と

に
な
る
が
、

こ
の
粘

に
つ
い
て
は
次
の
如
く
考

え
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思

ふ
や
う
に
な

つ
た
。

 
 
、 
『
雨
度
聞
書
』
は
宗
舐
自
筆
本
系
と
板
本
系
と
に

わ
か

つ

べ

き
で
あ

 
 

る
。

 

二
、
尚
通
筆
録
本
聞
書

は
、
そ

の
巻

一
～
巻

廿
聞
書
ま
で
は
宗
祇
自
筆
本
を

 
 
依
擦
本

(
毫
本
)
と
し
た
宗
祇

の
講
繹

の
筆
録

で
あ
り
、

假
名
序

聞
書

は

 
 
宗
祇
自
筆
本
を
書
爲
し
た
も

の
で
あ
る
。

 
三
、
板
本
の
巻

一
～
巻
廿

・
屓
名
序
聞
書
は
ほ
ゴ
宗
祇
自
筆

本
系

の
本
文

を

 
 
持

つ
て
を
り
、
假
名
序
聞
書
は
宗
祇
講

・
省
柏
録
編

の
古

今
集
聞
書
が
も

 
 
と

に
な

つ
て
ゐ
る
。
板
本

は
省
柏
よ
り
獲
す

る
古
今
傳
援

の

一
支
豚

の
中

 
 
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

 
小
稿

の
目
的
は
、

こ
の
や
う

に
考

へ
る
に
至

つ
た
経
緯
を
概

述
す
る

こ
と
な

の
で
あ
る
が
、
獲
端

と
な

つ
た
の
は
宗
舐
自
筆
本
系
と
お
ぼ

し

い
爲
本

を
た
ま

た
ま
寓
目
し
得
た

こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
を
も
含

め
今
使
用
す
る
資

料
を
叙
述

の

順

に
列
畢

し
て
お
く
な
ら

 

1
 
古
今
和
歌
集

雨
度
聞
書
 
常

縁
講
 
宗
祇
録
編
 
 
[江

戸
中
期
]
爲

 
 
大
三
珊
 
曾
経
閣
文
庫
藏

(
三

・
コ
ニ
・
二

六

・
大
)

 
2
 

古
今
和
歌
集

聞
書

 
宗
祇
講

尚

通
筆
録

 
慶
長
七
年

 
智
仁

親
王
寓
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大
三
勝
 
宮
内
聴
書
陵

部
藏

(
五
〇
三

・
七

一
) 

片
桐
洋

一
氏
前
掲
書

 
 
活
字
醗
刻
、
書
名

「
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
」
ト

ス

 
3
 
古
今
和
歌
集

雨
度
聞
書
 
六
巻

 
寛
永
十
五
年
刊
 

(
京
都

 
風
月
宗

 
 
智
) 

大

六
珊

 

4
 
古
聞

(
外
題

) 

宗
祇
講
 
省
柏
録
編
 

 [室

町
末
]
爲
 
大
六
冊

 
 
國
立
國
會
圖
書
館
藏

(
W
A

・
66

・
捌

・
1
～
6
)
 

後
人
追
補

力

 

5
 
古
今
和
歌
集

雨
度
聞
書
 
 
[江
戸
前
期
]
爲
 
大
三
胱
 
慶
應

義
塾
大

 
 
學
附
圃
研
究
所
斯
道
文
庫
藏

(
㎝

・
ト
29

・
3
)

 

6
 
古
今
和
歌
集
聞
書
 
宗
祇
講
 
宗
碩
録
編
 

同
爲
 
大
二
珊
 
慶
應

義

 
 
蕎

書
簸

(際
・
%
・
2
)

 

こ
の
う
ち
2

・
3
に
つ
い
て
は
片
桐
氏
前
掲
書

に
識
語
そ

の
他

を

引
用
し

つ
N
詳
し
い
解
題
が
な
さ
れ
、
ま
た
4
に
つ
い
て
は
片

桐
氏

前

掲

書

の
他
、

『
嘱
立
国
会
図
書
輔
貴
重
書
解
題
』
第
九
巻

に
詳
細
で
あ
り
、

6
は

『
慶
應
義
塾
圖

書
館
月
報
』
51
號

(
95
)

に
阿
部
隆

一
氏

の
解
題
が
あ
る
。
し
た
が

つ
て
こ
こ

に
書
誌

の
概
要
を
記
し
紹
介
す
る
の
は
、
稿
者
が
宗
祇
自
筆
本
系
爲

本
と
考

へ

る
掲
出
本
1
と
、
内
容
的

に
板
本

に
き

は
め
て
近

く
、
書
爲
年
次
は
上
木
以
前

と
思

は
れ
る
掲
出
本
5
の
両
資
料

に
と

ご
め
た
い
。

 
掲
出
本
1

・
奪
経
閣
文
庫
藏
『古
今
和
歌
集
雨
度

聞
書
』
の
書
誌
は
以
下

の
如

く

で
あ
る
。
表
紙
、
灰
色
地
淡

標
色
市
松
模
様
表
紙

(三

一
・
八

×
二

一
・
六

㎝
)
、
本
文
と

は
別
筆

の
左
肩
書
外
題

「
古
今
和
歌
集
爾
度

聞

書
 

上

(
中

・

下
)
」
。
上
珊
に
は

「
北
某
蕾
/
藏

ノ

一
」
等

の
貼
紙
。
も
と
く

奪
経
閣

に
藏

さ
れ

て
ゐ
た
が

一
旦
外
部

に
出
、
後
北
某

よ
り
購
入
の
由
。
遊
紙
は
三
珊
と
も

前

一
枚
後

}
枚
。
内
題

は
上
冊

(假
名
序
聞
書
)
に
な
く
、
中
腸

(題
號

の
程

・
春
歌
上
～
懸
歌
三
ま
で
の
繹

)

一
丁
表

に

「
古
今
和
歌
集
雨
度
聞
書
」
と
。

同
様

の
題

は
、
夏
歌

・
秋
紆
上

・
冬
冴

・
賀
紆

・
離
別
紆

・
轟
旅
寄

・
懸
奇

一

(
以
上

中

冊
)
、
懸
箭
四

・
哀
傷
苛

・
瓢
箭

上

・
雑
躰

・
巻
廿

(
以
上
下
珊
)

の
そ
れ
ぐ

巻
頭

に
記
さ
れ
、
各
巻
の
歌
撒
も
そ

の
下
な
い
し

は
各
部
初
行

に

記
さ
れ
て
ゐ
る
。
な
ほ
眞
名
序
聞
書

は
下
冊
末

に
置
か
れ

「
古
今
和
歌
集
序
聞

書
」
と
。
中
珊
巻
頭
題
署

に
次

で
短
か
い
識
語
が
あ
り
、
該
書
成
立

の
事
情

を

知
る

一
つ
の
手
が
か
り
で
あ
る
。

 
初
度

ハ
文
明
三
年
自
正
月
廿
八
日
戌
刻
始
之
四
月
八
日
午
時
成
就

己
+後
度

ハ

 
自
六
月
十
二
日
巳
時
始
之
七
月
廿
五
日
巳
刻

功
成
己
+
前
後
相
違
之
時

ハ
以
朱

 
付
之
者
也

こ
の
識
語

に
封
懸
す
る
朱
筆
傍
書
は
注
文
中

に
散
在
す
る
。
毎
牛
葉

十
五
行
各

行
字
撒
不
等
二
四
、
五
字
内
外
。
和
歌
本
文

は
三
句

ま
で
を
記
す

(
懸
歌
五
巻

軸

灘

・
巻
廿
巻
軸
㎜
は
全
句
示
す
)
。

注
文

一
字
下
げ
。
振
假
名

・
朱
墨
合
鮎

・
朱
傍
書
ま

工
存
す
。
墨
附
上
冊
二
四
枚

・
中
珊
六
八
枚

・
下
冊

室

二
枚
。
字

面
高
さ
約

二
四

・
五

㎝
。
料
紙
は
薄

手
の
斐
楮
交
漉
紙
を
用
ゐ

た
、
相
當
後
年

の
影
爲
本
と
推
定
さ
れ
る
。
若
干

の
歌

(
0

0

「へU
・
ρhU

-

「D
)
が
鋏
す
る
も

の
の
、
假
名

序

に
は
じ
ま
り
屓
名
序

に
終

る
、
貞

鷹
本

の
巻
第
編
成
に
從

ひ
、
古
今
集
の
ほ

ぼ
全
讐

及
ぶ
婁

を
有
し
て
ゐ
る
.
奥
書
は
三
朋
そ
れ
ぐ

に
記
さ
れ

 
(上
冊
)

 
 
 
讃
進
候
趣
無
相
違
 
 
常
縁
在
判

一
校
急

恥

昭
年
僻

(朱
筆
)

 
 
 
此
秘
本
三
冊
 
先
師
宗
祇
奪
老
聞
書
也

 
 
 
夢
庵
居
士
無
御
等
閑
仁
宗
把
法
師
依

 
 
 
連
≧
懇
望
可
免
書
爲
旨
重
以
被

 
 
 
申
置
者
也
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享
禄
矛
四
九
月
十
三

日
 
宗
珀

(花
押

)

(中
冊
)

憂

・惇
恥

晒
轟

(朱
筆
)

此
秘
本
三
朋
 
先
師
宗
祇
、尊
老
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
也

夢
庵
居
士
無
御
等
閑
仁
宗
把
法
師
連
≧

懇
望
之
聞
可
免
書
爲
之
由
重
以
被
申

置
任
旨
畢

 
享
豫
第
四
九
月
九
三
日
 
宗
珀

(花
押
)

(下
珊
)

 

傳
受
之
後
宗
祇
庵
主
書
此

一
帖

 

以
被
見
常
縁
所
存
少
≧
加
筆

 

加
詞
者
也
門
矛
随

一
思
尤
在

 

之
傍
為
後
謹
又
加
此
詞
早

 
 

文
明
四
年
五
月
三
日

 
 
 
 
 
 
 
 

平
常
縁
判

三
珊
書
写
事
令
免
許

重
阿
者
也

 
 
 
 
 
 
夢
老

褒
合
惇
惚

哩

僻

(
花
押
)

(朱
筆

)

此
秘
本
三
胱
 
先
師
宗
祇
尊
老
聞
書
也

 
 
 
夢
庵
居

士
無
御
等
閑
之
仁
宗
把
法
師

 
 
 

 
依
連

≧
懇
望
可
免
書
爲
旨
重
以

 
 
 

 
任
被
申
置
而
己

 
 
 

 
 
享
禄
矛

四
九
月
十
三
日
 
宗
珀

(
花
押
)

の
如
く

で
あ
る
。

 
掲
出
本
1

・
埠
経
閣
文
庫
藏
本
は
、
前
後

の
識
語

か
ら
、
宗

祇
自
筆

の

『
爾

度

聞
書
』

の
翰
爲
本

で
あ
り
、
元
來

は
夢
庵

(
省
柏
)
が
筆
寓
し
秘
藏
し
て
ゐ

て
、
先
づ

重
阿
が
寓

し
、
次
で
省
柏

の
許
可

の
も
と
に
そ
れ
を
享
緑
四
年

(
一

五
三

一
)
宗
珀
が
鱒
爲

し
た
も

の
が
、
直
接

の
依
糠
本
と
な

つ
て
ゐ
る

こ
と
が

わ
か
る
。

 
掲
出
本
1
が
宗
祇
自
筆
本
系
で
あ

る
こ
と

は
内
容

か
ら
も
推
定
が
可
能

で
あ

る
。

つ
ま
り
ω
識
語

に
あ
る
や
う
に
宗
祇
は
前
後

二
度

に
わ
た
り
常
縁

の
古
今

集
講
繹
を
聴
聞
し
、
内
容

に
相
違

の
あ
る
場
合
も

一
方
を
捨
て
去
ら
ず

に
蛇
記

し
て
、
後
度

の
繹

に
そ

の
旨
注
し
た
。
該
本
繹
文
中

に
そ

の
識
語

に
封
鷹
す

る

朱
筆
小
字
傍
書

「
後
」
が
あ
る
。
@

下
冊
末

の
加
誼
に
常
縁
が
筆
を
加

へ
た
旨

記
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
封
鷹
す
る
繹
文
中

の
あ
る
部
分

に
加
筆

で
あ
る

こ
と
を

示
す
宗
祇
の
傍
記
、 

「
御
」
 
「
御
筆

」
 
「
御
加
筆

」
が
あ
る
。
09
常
縁

に
よ
つ

て
訂
正
さ
れ
た
澤

で
あ
る

こ
と
を
示
す
宗
祇
の
か
な
り
長
文

の
補

入

文

が

あ

る
。
ω
常

縁
の
言
及
し
た
本
文
上
の
異
同
な
ど
後

に
確
認
し
得

る

こ
と
は
重
ね

て
槍
澄
し
た
ら
し
く
、
不
審

の
部
分

に
は
合
鮎
が
附
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
合
黙

は
除
棄
符
號

と
解
せ
る
。
か
う
し
た
注
文
中
に
散
在
す
る
注
記

や
訂
正

は
、

一

旦
常
縁
の
加
筆
を
得

て
成

立
し
た
後
、
さ
ら

に
正
確
を
期
し
て
斧

正
を
も
加

へ

て
い
つ
た
多
分

に
手
控
的
側
面

を
持

っ
宗
祇

の
自
筆
原
本
の
悌

を
よ
く

と
ゴ
め

て
ゐ
る
や
う
に
思

は
れ
る
.
の
ち
に
宗
祇
が
門

下
に
剴
し
て
『
雨
度
聞
書
』
を
讃

み
な

ほ
し
た
時
(
爾
通
筆
録
の
聞
書

と
し
て
淺
る
場
合
)
、

こ
の
や
う
な
注
記
を

一36一



省
き
除
棄
す

べ
き

黙
は
す

べ
て
除
棄

し
た
の
で
あ

つ
た
、

つ
ま
り
自
分
(宗
祇

)

が

こ
れ
か
ら
講
ず
る
の
は
常
縁

よ
り
題
聞

し
明
白
な
誤
謬
を
訂

し
つ
Σ
纏

め
た

説

で
あ

る
、
と
先
づ

こ
と
わ
る
な
ら
ば

あ
ら
た
め
て
錯
瓢
し
た
形
態

の
ま

瓦
を

再

現
す
る
必
要
は
な

い
わ
け
で
あ
る
。
次

に
い
さ

玉
か
冗
長
で
は
あ
る
が
、
ω

回
09
◎

の
そ
れ
み
＼

を

(
補
注

に
國
歌
大
観
番
號

に
よ
つ
て
示
す
諸
例
よ
り
)

例
示
し
て
お
き
た

い
。
以
下
問
題

と
す
る
部
分
は
ゴ
チ

ッ
ク
躰

で
示
す
。

 
 
ω

 

㎜
待
人
も

こ
ぬ
物
ゆ

へ
に
鶯
の
 

な
き

つ
る
花
を

お
り
て
け
る
か
な
と

ハ
鶯

 
(
 
 
 

の
ぎ

た
り
な
か
ぬ

に
は
あ
ら
す
 
後

又
云
鶯

の
愁

へ
き
花
を
と
云

に
も

 
 
 
あ
ら
す
た
鼠
待
人

の
こ
ぬ
お
り
の
こ
と
く
さ
な
り

 

㎜
さ
み
た
れ
の
室
も
と

玉
う
に
郭
公
 
室

も
と

瓦
ろ

ハ
う

こ
く
斗
に
と
云
心

 
(
 
 
 
也
よ
た
玉

ハ
夜
さ
は
く
也
御
抄

の
説
也
後
叉
云
夜

つ
き

な
く

な
と
云
心

 
 
 
也
物

を
お
も

ふ
物

ハ
如
此
な
り
け
り
と
云
心
也
何
を
う
し
と
か
と
云
と

 
 
 
ち
め
也
思
あ
る
も
の

玉
心
也
 

 
(
上
部
鯨
白

二

「
我
物

お
も

ふ
あ
ま
り

 
 
 
の
心
也
」
ト

ア
リ
)

 
 
㈲

 
68
み
る
人
も
な
き
山
里
の
桜
花

桜

に
封

し
て

い
ひ
を
し

ふ
る
や
う

の
心
也

 
(
 
 
 
少
述
懐

の
心
あ

る

へ
し
御
筆

五
句

の
外

に
心
あ

る
躰

こ
れ
ら
尤
本
た
る

 
 
 

へ
し

 
73
う

つ
蝉

の
世
に
も

に
た
る
か
花
桜

 
 
花
さ
く
ら
と
は
御
筆

う

つ
せ
み

の

 
(
 
 
 
世

に
に
た
る
花

と
い
は

ん
た
め
に
い
ふ
に
こ
そ

こ
れ
に
か
き
ら
す
用
あ

 
 
 
ら

ん
時

ハ
か
や
う

に
あ
る

へ
し
花
さ
く
ら
と
い
ふ
物

は
な
し
惣

の
心
は

 
 
 
明
な
り

 
74
桜
花

ち
ら
は
ち
ら
な
む
ち
ら
す
と
て
 

 
御
花
も
む

つ
ま
し
き
人

の
た
め

 
(
 
 
 
と

こ
そ
思

ひ
し
に
し
る
人
た
に
と
は
す
は
か
二
る
身
に
は
万
せ

ん
な
し

 
 

な
と
い

へ
る
さ
ま
な
り
ふ
か
く
お
も
ひ
さ
と
る

へ
し
と
そ
俊
成
卿

こ
と

 
 

に
か
ん
し
給

へ
る
将

也

81
枝
よ
り
も
あ

た
に
ち
り
に
し
花
な
れ
は
 
 
此
歌
は
追
て
入
侍
る
歌

也

(
 
 
 

延

 
 
 
 

御
門

か
く
れ
給

ひ
て
の
ち
入
由
こ
の
寄
を
入
ル
に
種

々
の
心
あ
り

 
 

先
風
流

の
す
く
れ
た
る
歌
な
れ
は
な
り
又
崩
御

の
の
ち
な
け
き

の
切
な

 
 

る
時
此
寄
を
思
ふ
に
ち
る
も
は
か
な
き
花

の
落
ち
て
も
あ

は
と
の
み
な

 
 

る
を
あ
は
れ
と
お
も

ふ
よ
し
に
や
又
枝

よ
り
も
と
は
生

に
と

る
淡
と
な

 
 

る
と

は
死

の
方

に
と

る
生
死

と
も

に
物

に
あ

つ
か
ら
す

か
ろ
き
心
也

 
 

寄
人

こ
と

に
こ
れ
を
思

ふ
へ
き

に
や
御
加
筆
此
前
之
註
尺
尤
あ
り
か

た

 
 
く
肝
心
至
極
ス
.
獲

欝

ハ
是
を
あ
る
人
の
註
詞
つ
差

や
か
に
し

 
 

て
む
ね
ひ
ろ
し
と

い
ふ

ハ
此
寄
な
と
の
心
也

 

の
15
春
た
て
と
花
も

に
ほ
は
ぬ
山
里

は
 
 
春
到
花
の
さ
く

に
も
さ
も
待
ら
ぬ

〆L 
 

山
里
は
鳴
鶯

の
ね
も
物

う
き
様
な
り
と
そ
花
も
匂
は
ぬ
山
さ
と
を

一
門

 
 

に
比
す

四
五
句
は
身
上
の
事
な
る

へ
し
と

こ
そ
 
こ
れ

ハ
予
か
聞
書

の

 
 

よ
ろ
し
か
ら
ぬ
を
見
給

ひ
て
か
く
註
し
給
ふ
者
也
誠
明
に
し
て
然
も
哀

 
 

ふ
か
し

21
君
か
た
め
春

の
野

に
い
て
瓦
若
菜

つ
む
 
 
君

か
た
め
に
す

る

こ

と

わ

( 
 

さ
な
れ
と
も
雪
氷
し
の
く
袖
の
し
つ
く

ハ
我
身

に
こ
そ

侍
れ
と
承

候

 
 
き
此
内

に
王
道
も
を
の
つ
か
ら
侍
り
て

こ
そ
有
心
躰
と
も
申

へ
け
れ

 
 
是
又
予
の
聞
書
を

か
く
な
を
し
給

へ
り
惣
し
て
此
寄
ハ
お
も
て
の
さ
ま

 
 
の
め
て
た
き
御

嵜
也

協
お
も

ひ
い
つ
る
と
き

は
の
山

の
郭
公

 

 
か
ら
紅

の
と
は
花

や
か
に
聲

の

( 
 
花

を
そ

へ
て
な
く

心
也
我
思
人
を
思
ひ
出
た
る
お
り
し
も
時
鳥
の
ふ
り
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い
て
X
鳴

こ
ゑ

一
し

ほ
く

お
も

ひ
も
ま
さ
る
心
也
又
ふ
り
て
の
事

へ

 
 
 
御
抄
に
も
不
用
様
に
見
え
た
り

 

組
は
や
舩

に
の
れ
く
れ

ぬ
と

い
ひ
け
れ

ハ 

 

日
く
れ
ぬ
と
云
本
又
あ
り
御

 
(
 
 
 
家

の
本

に

ハ
日
の
字
な
し
又
尭
孝
法
印

の
本
に

ハ
在
之
へ
飛
鳥
黄

門
の

 
 
 
書
給

へ
る
本

に
ハ
な

し
不
定
事
乞

日
く
れ
ぬ
天
子

の
御
前

に
て

ハ
心
あ

 
 
 

る

へ
き
事
と
そ
…
…

 

脳
津

の
國

の
難
波

の
あ

し
の
め
も
は
る
に
 

 
へ
御
抄

 
か
く

し
け
き
懸

を

 

(

 
 
 
も
人

ハ
し
ら
し
と

い
ふ
よ
し
也

い
も

し
る
ら
め
や
の
類
也

ω

の
う
ち
協

・
棚

の
合
黙
を
附
さ
れ
た
部
分

は
御
抄
11

『
僻
案
抄

』
に
こ
の
歌

の
繹

そ
の
も

の
が
な
い
こ
と

か
ら
し
て
講
述
者

の
誤
ま
り
で
あ
り
、

姐
の
飛
鳥

黄
門

の
本
と

は
飛
鳥
井
家

の
妙
本

の
意
味

で
あ
ら
う
か
、
 
『榮
雅
抄
』
を

み
る

限
り
で
は

「
日
」

の
字
が
あ

る
の
で
、

こ
れ
も
講
述
者
の
過
誤
と
思
は
れ
る
。

 

こ
れ
ら
識
語
や
注
記
、
訂
正

の
跡

か
ら
、
繰
り
返
す
が
掲
出
本

1
が
宗
祇
自

筆
本
系

の

『
爾
度
聞
書
』

で
あ
る

こ
と
を
想
定

し
得
る
か
と
思
ふ
。

二

 

 
奪
経
閣
文
庫
本
を
宗
祇
自
筆

の

『
爾
度
聞
書
』

の
面
目
を
よ
く
傳

へ
た
も
の

と
考

へ
た
と
き

、
掲
出
本
2

・
両
通
筆
録

の
聞
書
と
宗
祇
自
筆
本

と
は
、
で
は

ど

こ
が
ど
の
や
う

に
異
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う

か
。

 
先
づ
大
き
な
差
違

は
、
㈹
内
題
、
の
原
傳
擾
奥
書
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
両

通
聞
書

の
内
題
は

「
古
今
和
歌
集
聞
書
」
、
加
謹

(
原
傳
援
奥
書

)
は

「
此

集

伝
受
之
後
、
宗
祇
禅
師
巳
後
此

一
帖
常
縁
披
見
之
、
少

≧
加
筆
者
也
。
尤
為
門

弟
随

一
、
働
為
後
証
加
此
詞
己
†
、 
 

文
明
四
年
五
月
三
日
 
 
 

 
 
 
平

常
縁
判

」
で
あ

つ
て
、
前
記

尊
纏
閣
本
と
の
聞

に
字
句
上
相
當
の
ひ
ら
き
が
あ

る
。
次

で
谷
末
の
傳
授
奥
書

に
績
け
て
、
㈲

ま
た
別
の
題

や
識
語

を
置
く
.

 
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書

 
 
交
明
三
年
正
月

廿
八
日
戊

刻
始
之
、
同
四
月
八
日
午
時
成
就
早
。

 
 
又
、
同
六
月
十

二
日
巳
時
始
之
。
七
月
廿
五
日
巳
刻
功
成
早
。

 
 
後
之
度

の
聴
聞

は
上
総
国
大
坪
基
清
懇
望
之
時
令
同
聴
了

。

鯨
経
閣
本

の
中

柵
、
巻
頭
題
署
と
そ
れ
に
つ
づ

く
識
語

に
似

る
が
、

こ
れ

は
依

篠
本

の
注
記
と
考

へ
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
奪
経
閣
本

に
み
ら
れ
る

「
前
後
相
違

之
時

ハ
以
朱
付

之
者

也
」
は
省
暑
さ
れ
、
そ
の
か
は
り
同
聴
者
の
注
記
が
あ

る
。

 
假
名
序
聞
書
を
除
外
す
る
と
、
繹

文
中

に
も
か
な
り
の
差
違

が
存

す
る
。
先

づ
前
項
ω
㈲
09
◎

に
示
し
た
や
う
な
、
朱
筆

の

「
後

」
な
る
傍
記
、
師
ち
後
度

の
繹

で
あ
る

こ
と
を
示
す
注
記
が
な

い
。

同
様

「
御
」

「
御
筆

」

「
御

加
筆

」

な
ど
、
奪
経
閣
本

の
加
澄
中

の

「
常
縁
所
存
少

≧
加
筆
」

に
劃
鷹
す
る
常

縁
の

補
訂

へ
の
宗
祇

の
注
記
も
、
常
縁

の
加
筆
訂
正

で
あ
る
旨
を

こ
と
わ

つ
た
長
文

の
書
入
れ
も
見
出
さ
れ
な

い
。
さ
ら

に
合
黙
及
び
そ
れ
に
よ
つ
て
除
棄
さ
れ
る

べ
き
誤
ま

つ
た
注
文

も
既

に
除

か
れ

て
ゐ
る
。
か
う
し
た
㈱
省
暑

の
外
、
讐
方

字
句

の
小
異
は
非
常

に
多

い
が
、

や
玉
長
文
に
わ
た
る
ω
層
補
箇
塵
も
か
な
り

存
在
す

る
。
最
も
顯
著

な
の
は
解
繹

の
由
來

や
所
在
を
示
す

「
御
抄

(
に
委

)」

な

る

一
語

の
み
で
内
容

が
多
く
省
客
さ
れ
て
ゐ
た
定
家

の

『
僻
案
抄
』
が
、
尚

通
聞
書

で
は

ほ
ゴ
例
外

な
く
全
文
乃
至
は
過
牛
が
引
用
さ
れ
る

こ

と
、

で

あ

る
。
先
づ
尚
通
聞
書

に
濁
自

の
注
文

か
ら
数
例
を
例
示
す

る
と

(歌

の
下
句
は
、
片
桐
活
字
本

は
板
本
よ
り
補
入
す
、

今

(

)

に
入
れ
る
)

 

皿
ち

る
花

の
な
く

に
し
と
ま
る
物

な
ら
ば

(
我
う
ぐ
ひ
す

に
を
と
ら
ま
し
ゃ

 
(
 
 

は
)

 
 
 
義
な
し
、
げ

に
と
ま
る
な
ら
ひ
あ
ら
ば
.撮
お
し
む

べ
き

に
は
あ
ら
ず

か

 
 
 

し
。
景
気

の
心
あ

り
,

 
 
中
将

の
宮
す
所
、
お
や
中
将
な
り
し
人
の
女
な
れ
ば

、か
く

い
へ
る
な
り
、
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甥
立
田
姫
手
向
る
神
の
あ

れ
ば

こ
そ

(秋

の
木
の
葉

の
ぬ
さ
と
散

ら
め
)

( 
 

た
つ
た
姫
の
心
を
つ
く
し
て
染
し
紅
葉
を
ち
ら
す
は
手
向

べ
き
神
の
有

 
 

に
こ
そ
と
思

へ
る
也
。

螂
世

の
中

は
昔

よ
り
や
は
う
か
り
け
ん

(我
身
ひ
と

つ
の
た
め

に

な

れ

る

( 

か
)

 
 
御
注
、
義
な
し
。
又
む
か
し
よ
り
や
う
か
り
け
ん
、
又
我
身

ひ
と

へ
の

 
 

た
め
に
な
れ
る

に
や
と

二
つ
な
が
ら

う
た
が
は
し
き

の
心

也
。

た

ゴ

 
 

「
む
か
し
よ
り
や
は
」
な
る
べ
し
。 

「
よ
り
や
」
と
心
を
と
る
も
お
も

 
 

し
ろ
く
や
は
あ
れ
ど
、
如
何
。
但
、 

「
続
古
今
」
旅
の
歌

「
を
く
れ
ゐ

 
 

て
我

や
は

こ
ひ
ん
春

が
す

み
た
な
び
く
山
を

君
し
こ
え
な
ば
」
、

人
丸

 
 

が
歌
也
。

こ
の

「
や
は
」
は
前
の
注

に
お
な
じ
。

鵬
秋

の
野

に
な
ま
め
き

た
て
る
女
郎
花

(あ
な
か
し
か
ま
し
花

も

一
時
)

 
 

・し
は
、
此
花
の
う

つ
く

し
き
が
露

の
し
ら
玉
を
か
ざ
り
て
な
ま
め
き
た

 
 

て
る
を
、
そ
れ
も
は
か
な

し
。
霜

ふ
り
、
野
分
吹
ば
、
た
ゴ
花
も

一
時

 
 
ぞ

と
い
ふ
義
也
。
 
「
秋

の
瓦
」
と
を
け
る
、
肝
心
也
。
下
心
、

一
生
六

 
 

十
年

の
う
ち
、
無
常

の
上
に
身
を
を
き
て
物

の
よ
し
を

つ
く
し
、
身
を

 
 

か
ざ

り
、
居
を
案
ず

る
人

は
、
た
ぼ
秋

の
野

の
霜
を
ま
ち
、
春

の
花

の

 
 

嵐
を
待

こ
と
は
り
を
を
し

へ
、

い
さ
む
る
也
。
秋

の
野
を
居

の
か
た

へ

 
 

と
る
也
。
猶
あ
な
か
し
か
ま
し
と
は
、
こ
と
ゐ
＼

し
き
と
お
さ

へ
て
い

 
 

ふ
心
也
.

02
あ

り
ぬ
や
と
心
み
が

て
ら
逢
み
ね
ば

(
た
は
ぶ
れ
に
く
き
ま
で
そ

こ
ひ
し

 
き

)

 
 
義
な
し
。
下
心
、

た
と

へ
ば
世
を
も

の
が
れ
て
あ
ら
ば
、

さ
て
も

こ
そ

 
 
あ
ら

め
と
思

て
、
我
心
も
た
め
し
、
か

へ
り
み
ず
山
ふ
か
く
な
ど

こ
も

 
 

り
侍
る
に
、

さ
て
も
あ
り
に
く
工
世
中
も
恋

し
く
成

な
ど

し
て
、
身
を

 
 

あ
ら
ぬ
さ
ま

に
も
て
そ

こ
な

ふ
な
ど
を

い
さ
む
る
心
也
、

 
 

此
歌

の
心
、
あ

へ
ば
猶
恋
し
さ
ま
さ
る
、
誰
に
よ

し
さ
ら
ば
あ
ひ
み
ず

 
 

か
し
て
我
心
を
心
み
ん
と
す
れ
ば
、

い
と
ど
恋
し
き
義
也
。
た
は
ぶ
れ

 
 

に
く
き
と
は
、
先

し
ば
し
あ
は
で
も
み
よ
か
し
と
思
は
、
た
は
ぶ
れ
な

 
 

る
心
也
。

07
我
か
ど
の
板
井

の
し
水
さ
と
と
を
み

(人

し
く
ま
ね
ば
水

草

生

ひ

に
け

 

り
)

 
 

汲
と

い
ふ
を
枚

に
用
也
。
歌

の
お
も
て
明
也
。
下

心
、
荘
子
、
才
全
徳
不

 
 

形
と
い
ふ
事
を
水
倍
之
盛
也
と
注
す
。
平
な
る
水

に
た
と

ふ
る
な
り
。

醜
み
さ
ぶ
ら
ひ
み
か
さ
と
申

せ
宮
木
野
の

(木

の
下
露

は
雨

に
ま
さ
れ
り
)

 
 

御
さ
ぶ
ら

ひ
は
侍
臣
也
。
義
明
也
。
猶
宮
城
野
を
宮
禁

に
た
と

ふ
に
よ

 
 

り
て
御

さ
ぶ
ら
ひ
と
は
い
ふ
な
り
。

『
僻
案

抄
』
を
讃

み
入
れ
る

一
例

を
蝉
経
閣
本

と
上
下
封

比
し
て
示
す

と

 
 
掲
本
出

1

19
か
す
か
の

玉
と

ふ
ひ

の
野
守

い

( 
て
て
み
よ

御
抄
委

た

瓦
そ

の
こ
と
く

に
し
る

へ

 
爾

通
聞
書

春
日
野

玉
と
ぶ
ひ
の
野
守

い
で
て
み

よ

(今

い
く

か
有
て
わ
か
な

つ
み
て

ん
)
 
御
抄

云
、
か
す
が
野

に
と

ぶ
ひ
野

 
を
い
ふ
こ
と
あ
り
。
燧

た
て
ら
れ

 
け
る
ゆ

へ
と
い
ふ
。
其
野
を
ま
も

 
る
人
を
野
守
と
い
ふ
。
野
を
ま
も

 
る
人
な
れ
ば
、
出

て
み
よ
、
今

い

 
く
か
あ
り
て
わ
か
な

つ
む

ほ
ど
に

 
な
る
べ
き
と
い
ふ
也
と
云

々
。
只

其

こ
と
ぐ

に
し
る
べ
き
者
を
も
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き
者
を
も

つ
て
事
を
た

つ
ね
し

 
 
る

へ
き

心
を
お
も
ふ

へ
き
也

の
如
く
で
あ

る
。

て
事
を
尋
し
る

べ
き

心
を
思

ふ
べ

き

也
。

 

こ
の
や
う
な
増
補
刷
暑

か
ら
推

測
で
き
る
宗
舐
の
尚
通

へ
の
講
繹

の
方
針
を

簡
軍

に
ま
と

め
る
な
ら
、

一
、 

『
僻
案
抄
』
に
繹
文
あ
り
と
し
て
常
縁
が
省
署

し
た
、

つ
ま
り
宗
祇
も

『
僻
案
抄
』
を
所
持
し
て
ゐ
る
こ
と
を
前
提

に
そ
れ
を

参
看
す
べ
き

こ

乙
を
指
示
し
た
だ
け

の
歌
に

つ
い
て
、
爾
通

へ
の
口
援

の
際

に

於

て
は
、
丹
念

に

『
僻
案
抄

』
本
文
を
讃

み
こ
ん
で
繹

し
、

二
、
表

の
意
i
字

義

上
の
歌
解
ー
あ
る
ひ
は
訓
詰
注
繹
的

な
面

に
も
配
慮

し
、
三
、
常
縁

の
加
謹

後
宗
祇
自

ら
の
確
認
に
よ
つ
て
過

誤
か
と
思
は
れ
る
注
文
を
冊
省
し
、
ま
た
重

複
を
さ
け
る
、
な
ど
で
あ

つ
た
ら
う
。

こ
れ
ら
を
考

へ
合

は
せ
る

と

尚

通

の

聞
書
は
正
確

に
は

『
爾
度
聞
書
』
そ
の
も

の
で
は
な
く
宗
祇

の
補
訂

を
経

た
新

た
な
講
繹

と
す

べ
く
、

い
く
分
な
り
と
も

『
雨
度

聞
書
』
原
本
か
ら
の
敷
術

・

訓
詰
的

方
面

へ
の
傾
斜
と
考

ふ
べ
き

で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
れ

に
し
て
も
現
存

す
る
他

の
宗
祇
講
述

の
聞
書
諸
本

に
比

し
は
る
か
に
原
本

『
南
度

聞
書
』

に
近

い
の
で
あ
り
、
爾
通

・
實
隆
を
宗

祇
門

に
お
け
る
最
奥

の
口
傳

ま
で
悉
皆
傳
援

 
 
 
 
 
 
 
 
 
10

し
た
高

足
と
す
る
な
ら
ば
、
實
隆
が
そ

の
日
記

に

「
予
聞
書
悉
焼
失

」
 
(
文
鶉

二
年
十
二
月

一
日
)
と
書
く
以
上
は
、

こ
れ
を
以

て
宗
祇

の
古
今
集
講
繹

の
當

代
的
な
意
味

で
の
最
高
最
善
を
示
し
た
も
の
と
解
す
る

の
は
至
當

と
思

ふ
。

 
と

こ
ろ
で
爾
本

に
み
る
如
上
の
相
違

と
は

こ
と
な
り
、
奪

経
閣
本

『
再
度
聞

書
』
と
尚
通
聞
書

と
、
實
は

一
字

一
句
殆
ど
全
く

同
じ
く
す
る

一
研
が
あ
る
。

そ
れ
は
假
名
序
聞
書

で
あ
る
。
次

の
尚
通
聞
書
假
名
序
聞
書
末
尾
に
記
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

11

識
語
に
あ

る
と

ほ
り
、
そ

の
當
該
巻

は
宗
祇
自
筆
本

の
書
爲
で
あ

つ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

 
此

一
冊
者
以
宗
祇
法
師
聞
書
之

一
巻
写

之
。
最
可
為
証
本
者
也
。

 
 

明
応

六
霜
月
廿
三
日

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
大
方
ス
キ
ウ
ッ
シ
置
也

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

前
関
白

(花
押

)

と
。
講
箋

に
同
席

し
た
尚
通

の
父
政
家

の
日
記
同
年
十

一
月
十
九

日
の
條

に
よ

る
な
ら
尚
通

ら
に
封
す
る
講
繹

に
於
て
初

日
は

「
序
」
か
ら
開
始
さ
れ

た
ら
し

い
。
尚
通

の
聞
書

に
は
眞
名
序
聞
書

が
な
く
、
そ

こ
か
ら
考

へ
る
と
假
名
序
を

講
じ
た
か
と
解
す

べ
き

で
あ

ら
う
が
、
そ

の
時

の
講
繹

は
聞
書
と
し

て
の
傳
存

を
き

か
な
い
。
宗
祇
聞
書
中

の
最
秘
説

た
る
假
名
序

そ
の
ま
ま

の
爲
し
を
、
自

ら
の
聞
書

に
と
り
合

は
せ
た

の
か
と
考

へ
ら
れ
る
。

 
以
上

の
諸
黙
か
ら
尚
通

の
聞
書

の
成
立
ま
で
の
過
程
を
推

測
す

れ
ば
次

の
や

う
に
纏

め
得
る
。
師
ち
、
明
鷹

六
年

(
一
四
九

七
)
十

一
月
十
九

日
か
ら
両
通

へ
の
講
繹
は
始

ま
り
、
就
中
假
名
序

は
秘
説

な
る
を
以
て
右

の
講
繹

の
経
過
以

外

に
、
重
ね
て

「
秘
本
」
を
も
爲
さ
し

め
た

こ
と
が
上
記
の
識
語

と
し
て
と
ど

め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
尚
通

の
聞
書

は
巻

一
～
巻
廿
ま
で
、
眞
名
序
は

講
じ
な
か

つ
た
の
で
は
な

い
か
。
さ
う
し
て
両
通
聞
書
の
本
文

は
も

と
を

た
ど

れ
ば
原
本

『
古
今
和
歌
集

爾
度
聞
書
』
に
殆
ど
全
部
を
依
糠
す

る
の
で
あ

る
か

ら
、
そ
の
謹

に
巻
末
に
尚
通

は
GD

に
示
し
た
題

・
識
語

「
古
今
和
歌
集
両
度

聞

書
 
/
 
文
明
三
年
正
月

廿
八
日
…
…
」
を
、
宗
祇

の
語

る
ま

玉
に
お
そ
ら
く

は
録
し
た
の
で
あ

つ
た
ら
う
。

「
明
応

七
年
八
月
廿
六
日
校
合
早
」

と
尚
通
が

記
し
て
成

立
し
た

州
具

の
聞
書
は
し
か
し

『
雨
度

聞
書
』
と
嚴
密

に
は
別
種

な

の
で
題
す

る
に

「
占
今
和
歌
集
聞
書
」
を
も

つ
て
し
た
、
と
。

三

 

 
板
本

『
雨
度
聞
書
』

は
假
名
序
聞
書

を
除
き
巻

一
～
巻
廿

・眞
名
序
聞
書

・加

謹
ま
で
掲
出
本

1

・
尊
経
閣
本

に
非
常

に
近
似
し
て
ゐ
る
。

一
、 

「
前
後

相
違

之
時

ハ
以
朱
付
之
者
也

」
と

い
ふ
識
語

と
、
そ
れ
に
封
鷹

す
る

「
後

」
と

い
ふ
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傍
記

を
注
文
中

に
有
す
る
。
但

し
勿
論
朱

で
は
な

い
。
二
、
「御
」
「
御
筆

」
「御

加
筆
」
の
傍
記
が
あ
る
。
但
し
曾
経
閣
本
前
記
引
用

・
81
の
そ
れ
は
敏
す

る
。
三
、

第

一
項
09

に
引
用
し
た
、常

縁
の
加
筆

に
宗
祇
の
ほ
ど

こ
し
た
注
記
も
存
す
る

.

四
、 

『
僻
案
抄
』

の
本
文
は
奪
経
閣
本
と
同
じ
く
省
署

す
る
。

五
、

注

交

の

字
句
、
爾
本
ほ

ゴ
符
合
す
る
。
但
し
明
白
な
僅

か
の
例
外
が
あ

る
。

つ
ま
り
板

本
は
奪
経
閣
本

に
繹
文
を
敏
く

酌
を

『
古
聞
』

に

一
致
す
る
注
文

に
よ
つ
て
補

填

し
、
尊
経
閣
本

に
合
粘
を
附
す
前
出
姐
中

の

一
文
は
な
く
、

㎜
は
澤
を
か

へ

る
.
㎜
・蹴

・鵬
の
各
首
は

『
古
聞
』
に

一
致
す

る
注
文
を
も
合

は
せ
有
す
る
。

さ
ら
に
㎜

・
㎝

・
幡
は

「
下
心
あ
り
」
と
し
な
が
ら
そ
れ
を
示
さ
な

い
.尊
経
閣

本
と
ち
が
ひ
、 

(
㎝

・
鵬
は

「
イ
本
」
と
傍
記
し
て
)

一
文
を
附
加
す
る
。
そ

れ
ら
は
主
旨

『
古
聞
』

に

一
致

す
る
。
六
、
末
珊

に
あ
る
常
縁

の
加
護
奥
書

の

字
句
が
同

一
で
あ
る
。
「
傳
-
受
之
後
宗
祇
庵
、
主
此

丁

帖
以
被
レ見

二常
縁

一所
-

存
/
少
-
≧
加
レ
筆
加
レ詞
老
也
門
-
弟
随
⊥

思
尤
在
レ
之
傍
為
二
/
後
-
謹

一又
加

二

此
「
詞

一早
 

 
 
//

(
一
行
ア
ケ
)
/
 
文
明
四
年
五
月
三
日

卒
常
縁
在
剣
」

と
記
す
。
こ
れ
ら
の
諸
鮎

か
ら
巻

一
～
巻

廿

・
眞

名
序
聞
書
ま
で
は
宗
祇
自
筆

本

の
流

れ
を
引
く
と
い

つ
て
よ

い
で
あ
ら
う
。
板
本

に
み
ら
れ
る
振
假
名

・
返

鮎
な
ど
の
附
刻
及
び
歌
本
文
を
全

て
掲
示
す
る
の
は
、

一
般
讃

者
の
利
用

の
便

を
考
慮

し
た
上
木
の
段
階

で
の
改
訂

と
考

へ
ら
れ
る
。

 

一
方
假
名
序
聞
書
は
宗
祇
が
講
じ
省
柏
が
録

し
て
纏

め
た
聞
書

(
掲
出
本
4

の

『
古
聞
』
と
ほ

ゴ
同

一
の
聞
書
だ

つ
た
と
思

は
れ

る
)
が
も
と
に
な

つ
て
ゐ

る
で
あ
ら
う
。
多
少
整
序
化
さ
れ
て
ゐ
る
が

『
古
聞
』
と
字
句

上
に
お
い
て
き

は
め
て
近
似
し
た
關
係
が
見
出

さ
れ
る
。
例

へ
ば

 
 
板
本
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
古
聞
』

 
か
く
て
ぞ
花

を
め
で
鳥
を
う
ら
や
 

か
く
て
そ
花

を
め
て

・
・
な
り
に
け

 
み
霞

を
あ
は
れ
み
露
を
か
な
し
ふ
 

る

こ
と
ば
お
ほ
く
さ
ま
く

に
成

に

け
る

 

一
段
な
り
素
菱
烏
尊

の
三
十

一

 
字

詠

よ

り

寄

の
道
万
端
さ
ま

 
く

に
な
れ
る
よ
し
な
り
又

ハ

 
天
地
開
け
し
よ

り

を

い

ふ
と

 
云
ζ

鳥
を
う
ら
や
み
 
愛

し
た
る
な
り

か
す
み
を
あ

は
れ
み
 
興

し
た
る

 
心
な
り

露
を
か
な
し
む

 
 
感

し
た
る
な

 
り
露

ハ
こ
と

に
あ
は
れ

な
る
物

 
な
り
以
上
人

の
心
の
さ
ま
く

 
な
る
情
也

遠
き
所
も
出
た

つ
あ
し
も

と
よ
り

は
じ
ま
り
高
山
も
ふ
も
と

の
ち
り

ひ
ち
よ
り
な
り
て
あ

ま
雲
た
な
び

く
ま
で
お
ひ
の
ぼ

れ
る
ご
と
く

に

此
.冴
も

か
く

の
ご
と
く
な
る
べ
し

 

一
段
な
り
千
里
の
歩
行
も
足
下

 
よ
り
は
し
ま
り
高
山
も
微
塵
よ

 
り
お
こ
る
寄

の
道
最
初
よ
り
次

 
第

に
興
盛

の
た
と

へ
な
り

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

】
段
也

す

艶、」
の
を

の
み

こ
と

の
轡

↓
字
詠

よ
り
寄

の
道
万
端
さ
ま
く

に
な

れ
る
よ
し
也
又
は
天
地
開
し
よ
り

を

い
ふ
と
云
≧

鳥
を
う
ら
や
み
 
愛

し
た
る
也

霞
を
あ
は
れ
ひ
 
興
し
た
る
心
也

 

ひ

ヲ
み
と
よ
む

へ
し

露
を
か
な
し
ふ
 
 
感

し
た
る
也

 
露

は

こ
と
に
哀
な
る
物
也
 
以
上

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

:
。(朱
)

 
人

の
ら
の
さ
ま
く

な
る
情
也

 

ふ
を
む
と
よ
む

へ
し

遠
き

所
も

・
・
如
此
な
る

へ
し

 

一
段
也

 
千
里

の
歩
行

も
足
下

よ
り
は
し
ま

 
り
高
山
も
微
塵

よ
り

お
こ
る
寄

の

道
最
初
よ
り
次
津

に
興
盛

の
た
と

 

へ
也

ち
り
は
六
塵
也
 

一
氣
を
う
け
て
人
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ち

り

い

ん
ち

と

よ
む

へ
し

と

云
ぐ

の
如
く
で
あ
る

.
と

こ
ろ
が

こ
の
撒
段
、

上
明
ら
に
異
な

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
も
例
示
す
れ
ば

 
か
く
て
そ
花
を
め
て
鳥
を
う
ら
や
み
霞
を
あ
は
れ
ひ
露
を
か
な
し
ふ
心
こ
と

 
は
お
ほ
く
さ
ま
く

に
な
り

に
け
り

 
 
此
か
く
て
そ
と

ハ
す
さ
の
を

の
み

こ
と
よ
り
三
十

一
字

の
貯
を

こ
る
義
也

 
 

心
詞
お
ほ
く
さ
ま
く

に
な
り

に
け
る
と

ハ
い
に
し

ヘ
ハ
た
瓦
そ

の
こ
と

 
 

に
あ
た
り
て
心
を
述

る
也
そ
れ
よ
り
次
第

に
心
万
端

に
な
り
て
花
鳥
露
霞

 
 
を
あ
は
れ

ひ
か
な
し
み
て
心
を
護
す
る
也

こ
れ

み
な
世
の
く

た
れ
る
さ
ま

 
 
也

 
と
を
き
と

こ
ろ
も

い
て
た

つ
あ

し
も
と
よ
り
は
し
ま
り
て
年
月

を
わ
た
り
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ

 
か
き
山
も
ふ
も
と

の
ち
り
ひ
ち
よ
り
な
り
て
天
雲

た
な

。
く
ま
て
お
ひ
の
ほ

 
れ
る
こ
と
く
此
う
た
も
か
く

の

こ
と
く
な
る

へ
し

 
 
千
里
始
足
下
高
山
起
微
塵

と
い
ふ
心
な
り
此
奇
も

か
く
の

こ
と
く
な
る

へ

 
 

し
と

ハ
上
に
い

へ
る
人
の
心
を
種
と
す
る
と

い
ふ
よ
り
花
を
め
て
鳥
を
う

 
 

ら
や
み
霞
を
あ

は
れ
ひ
露

を
か
な
し

ふ
と

い
ふ
ま
て
の
心
を

い
へ
り
み
ち

 
 

の
さ
か

へ
ひ
ろ
ま
る
た
と

へ
な
り

で
あ
る
。
省
柏
は
そ

の
門
流

に
尊
経
閣
本

の
や
う
な
宗

祇
自
筆
本
系

『
雨
度
聞

書
』
と
文
明
十
三
年
以
來

の
宗
祇
か
ら
の
古
今
傳
援

に
於

け
る
、 
『
古
聞
』

に

ほ
ゴ
同
じ
や
う
な
聞
書

と
の
堕
方

を
傳

へ
、
そ

の
學
豚
系
譜

の
中
で
そ
れ
ら
は

い
つ
し
か
取
り
合

は
さ
れ
て

い
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

 
身
と
な
る
心
あ
り

ち
り

い
ん
ち
と

よ
む

へ
し
と
云
≧

 
ち
り
ひ
ち
き

x
よ
か
ら
む
た
め
也

 
九
き

玉
よ
き

や
う

に
よ
む
を
爲
詮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
注

璋
経
閣
本

『
嗣
度
聞
書
』
で
は
行
文

 

そ
の
推
定
の
取口臨左

と
な
る

の
は
掲
出
本

5
で
あ
る
、
部

ち
、

斯

道

文
庫
藏

『
古
今
和
歌
集
雨
度
聞
書
』
は
、
假
名
序
聞
書
は

『
古
聞
』

に
同
じ
く
、
巻

一

～
巻
廿

・
眞
名
序
聞
書
は
奪
経
閣
本

に
近

い
と

い
ふ

一
具

の

聞

書

爲
本

で
あ

る
。
書
誌

の
概
要
を
記
す
な
ら
、
そ
の
表
紙

は
、
灰
色
表
紙

(
二
六

・
八

×
二

十

・
七

㎝
)
、

上
珊
左
肩
書
外
題

「
古
今
序
聞
書
」
、

外
題
下
朱
筆

「
肖
柏
壼

巻
」
、 

中

腸
左
肩
書
外
題

「
古
今
集
聞
書
」
、

外
題
下

「
武
巻
」
、

右
肩
朱
筆

「
牡
丹
花

省
柏

再
度
聞
書
」
と
。
す
べ
て
本
文
と
は
別
筆

で
あ
る
。
内
題
、
上

冊

「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
、
中

冊

「
古
今
和
歌
集
雨
度
聞
書
」
、

こ
の
題

は
以

下

の
多
く

の
巻

々
に
も
尊
経
閣
本
と

一
致

し
て

書

か

れ
る

(
懸
母

四
は
鉄
す

る
)
。
眞
名
序
聞
書

は
下
腸
末
尾

に
附
さ
れ

「
古
今

和

歌
集
序
聞
書

」
と
。
毎

牛
葉
十
二
行
、
各
行
字
数
不
等
二

一
、

二
字
内
外
。
字
面
高
さ
約
二
三

㎝
。
朱

筆
振
假
名

・
訓
鮎

・
句
讃
黙
ま

玉
存
す
。
朱
筆
を
も

つ
て
講
義

日
数
を
行
聞

に

記

す

(
講
義
日
附
に
あ
ら
ず
)
。
假
名
序
聞
書
以
下
全
巻

に

わ
た

つ
て

記
す
そ

の
日
数
は
實
は

『
古
聞
』

の
講
義
日
附

に
よ
る
匝
分

に
な
ら

つ
て
ゐ
る
。
省
柏

に
獲
す
る
傳
援
系
譜

に
於

て

一
日

に
讃

む
分
量
を
示
し
た
も

の
、
そ
れ
は
と
り

も
な

ほ
さ
ず
宗

祇
の
省
柏

に
封

し
て
讃

ん
だ
匿
分
を
墨
守

し
た
も

の
、
と
考

へ

ら
れ
る
。
墨
附
上
珊
三
六
枚

・
中
冊
七
五
枚

・
下
冊

一
四
十
枚
。
奥
書

は
首
朋

末
尾

に

 

所

一
見
存
分
無
相
違
尤
以
無
比
類

者
勲

 
 
文
明
十
四
春
正
月

日

文
明
十
三
九
月
下
旬
之
聞
書
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
肖
柏

同
十
九
未
年
六
月
重
聞
此
説
加
鷹
早

延
徳
鼠
頗
年
三
月
又
聞
彼
説
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と

の
み
あ
る
.
こ
の
奥
書
は
『
古
聞
』
假
名
序
聞
書
末
尾

に
附

さ
れ

る
そ
れ
と
殆

ど
全
く
同

一
で
あ
る
。
『
古
聞
』
に
は
「
所

一見
存
分
無
相
違
尤
以
無

比
類
者
放
/

二
字
下
げ

文
明
十
四
春
正
月
日
 
宗
祇
判
/

文
明
十
三
 

 
 
九
月
下
旬
之
聞
書
也
/

十
一
字
下
げ

肖
柏
剣

/
同
十
九
未
年

六
月
重
聞
此
説
加
筆

早
/
延
徳
戴
頗
年

三
月

又
聞
彼

説
ム矢
」
と
記
す
。

 
該
本

の
本
文
内
容

は
、
假
名
序
聞
書

は

『古

聞
』
、
巻

一
～
巻

廿

・
眞
名
序

聞
書

は
宗
祇
自
筆
本
系

『
南
度
聞
書
』

の
系
統
に
馬

す
る
。
し
か
も
板
本

よ
り

も
各

≧
原
壕

に
よ
り
近

い
形
態
を
有

し
て
ゐ
る
。
次

に
例
示
す
る

の
は
板
本

に

歓

し
尊
経
閣
本

と
該
本

に
存
す
る
注
文
の

一
部
で
あ

る
。
(
前

述

の
如
く
板
本

と
尊
経
閣
本

の
歌
注

に
は
ご
く
僅
か
な
が
ら

一
致
せ
ざ

る
部
分
が
あ
る
。
)

 
鋤

…
…
歌
人

こ
と
に
こ
れ
を
思

ふ
へ
き

に
や

 

 
御
加
筆
 

此
前
之
註
尺
尤

 

(

 
 
有
か
た
く
肝
心
至
極

ス
伍
彼
註
を
は
是
を
不
書

…
…

 

組
…
…
は
や
舟

に
の
れ
く
れ
ぬ
と

い
ひ
け
れ
は
 
 

 

 
日
く
れ
ぬ
と
云
本

 

(

 
 
文
あ

り
御
家
の
本

に
は
日
の
字
な
し
又
尭
孝
法
師
の
本

に
は
在
之
 
飛
鳥

 
 
黄

門
の
書
給

へ
る
本
に
は
な

し
 
不
定
事
乞
…
…

と
。
相
樹
的

に
見
れ
ば
宗
祇
自
筆
本

『
雨
度
聞
書
』
か
ら
板
本

へ
と
う

つ
つ
て
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ゆ
く
中
聞

の
本
文
形
態

を
呈
示
し
て
ゐ
る
。

 

た
だ
し
、
板
本

の
巻

一
～
巻
廿

・
眞
名
序
聞
書

に
於

て
、
奪
経
閣
本

と
は
異

な
る
、
き
は
だ

つ
た
特
徴
が

み
い
だ
さ
れ
る
。
巻
十

八

・
巻
十
九

・
巻

廿
に
、

㈱

「
付
昏
」
に
い
は
く
と
し
て
別
に
繹
文
を
補

記
す
る
箇
庭
が
多
見
さ
れ
る
こ
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と
で
あ
る
。

「
付
昏
」
と
は
底
本

に
押
紙
と
し
て
貼
附

さ
れ

て
あ

つ
た
繹
文

の

謂

で
あ
ら
う
。

こ
の

「
付
昏
」

に
盛
り

こ
ま
れ
た
見
解

の
出
塵
は
ど

こ
に
求

む

べ
き

で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
ま
た
多
く
は
宗
祇

か
ら
門

下

へ
傳
流

し
た
と
見
る
べ

き

や
う
に
思
は
れ
る
、
宗
祇
は
生
涯

に
屡

・・
古
今
集
を
講

じ
、
古
今
傳
授

の
第

一
段
階
と

し
て
正
式

に
口
援
す

る
と
き

は
、
両
通
聞
書

に
み
ら
れ

る
如
く
自
筆

の

『
南
度
聞
書
』
を
基
幹
と
し
た
.
し
か
し
未
だ
正
式
な
傳
授

の
段
階

に
至
ら

ぬ
門
第

に
封
す
る
際

に
は
、
時
に
慮
じ
て

『
六
巻
抄
』

の
や
う
な
古

注
を
交

へ

た
り
、
説
話
的
要
素
を
さ
し
は
さ
ん
だ
り
し
て
、
訓
詰
注
繹
に
も
意

を
用
ゐ
て

ゐ
た

の
で
あ
ら
う
。

「
付
昏
」
の
多
く
は
そ
の
や
う
な
訓
詰
的

な
知
識

に
關
す

る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
宗
祇
が
講
逃

し
た

こ
と
の
明
白
な

『
古
聞
』
や
爾
通

聞
書
や
掲
出
本

6

・
宗
碩
聞
書

に
い
く
例
か
は

「
付
昏
」

に

一
致
す
る
注
文
を

み
つ
け
出
す

こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

る
。
以
下

に
そ
の
何
種
か
を
到
置
し
て
例

示
す
る
。
歌
本
文
は
板
本

に
捺
り
、
簡
客

の
た
め
に
注
本
文
は
概
ね
省
く
。

 

膿
い
か
な
ら

ん
岩
ほ
の
中

に
す
ま
ば

か
は
世

の
う
き
事

の
聞
え

こ
さ
ら

ん

 
付
番
 
生
死
を

い
と

ふ
外
道

の
本
説
よ
り
よ
め
る
爵
也

…
…

 
 
 
 
 
 
 
外

 
宗
碩
聞
書

昔
化
道
四
人
あ
り
し
か
生
死
を

か
な
し
み
て

あ

る
ハ
天
に
あ
か

 
 
り
あ
る
ハ
海
に
入
あ
る
ハ
市
に
交

り
あ
る
は
巌

の
中

に
こ
も

り
し
事
あ
る

 
 
を
思

へ
る
と
也
此
説

講
尺

の
時
は
槌
申

さ
れ
侍
し
…
…

 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
礼
た
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
イ

 
獅
世

に
ふ
れ

ハ
言

の
は
し
け
き
昊
竹

の
う
き

ふ
し
こ
と

に
鶯

の
な
く

 
付
番
 
猶
後
説

可
用

 
尚
通
聞
書
 
こ
と

の
葉

し
げ
き
と
は
、

世

に
ふ
る

こ
と
わ
ざ

の

し
げ
き

也
。

 
 

さ
れ
ば
、
世
の
う
き

ふ
し
も

一
か
た
な
ら
ぬ
義
也
。
呉

竹
は
世

と

い
ひ
、

 
 

う
き

ふ
し
と

い
は
ん
た

め
也
.
鶯
は
わ
が
ね
な
き
が
ち
な
る

に
た
と
ふ
る

 
 

也
。

又
云
、

こ
と
の
は
し
げ

し
と

は
、
世
の
中

の
人

の
物

い
ひ
さ
が
な
く

 
 

し
て
や
す
か
ら
ね
ば
、
鶯

の
ご
と
く
音

に
な
き
が
ち
な
る

心

也

と

も
。

 
 

(
以
上
板
本

に
同
)
此
義
尤
序

の
こ
」
う
に
か
な

ヘ
リ
。

 

蜥
有
は
て
ぬ
命
ま

つ
間
の
程
斗
う
き
事

し
け
く
思

ハ
す
も
哉

 

付
需
 

口
切
の
人
思

へ
き
理
也

 

宗
碩
聞
書

人

の

一
生

は
た
瓦
夢

の
う
ち
な
る
に

う
ぎ
事
な
く
も

か
な
と
程

 
 

x
の
う
さ

つ
ら
さ
を
心
を
こ
め
て

い
へ
り

一
切
の
人
思

へ
き
所
也
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謝
い
さ
麦

に
我
世

ハ
へ
な
ん
す

か
原
や

ふ
し
み
の
里
の
あ
れ
ま
く
も
お
し

 

付
昏
 

こ
の
歌
は
日
神
の
御
詠
な
る

へ
し

『
古
聞
』

…
…
日
神

の
神
詠
也
…

 

の

 

郡
そ

へ
に
と
て
と
す
れ

ハ
か
瓦
り
か
く
す
れ

ハ
あ
な

い
ひ
し
ら
す
あ

ふ
さ
き

 
 

る
さ
に

 

付
需
 

そ

へ
に
と

て
は
我
心
に
り
や
う
け
ん
し
た
る

事
也
何
様
か
く

の
こ
と

 
 

く
し
て
は
よ
か
ら
ん
と
心
に
り
や
う
け

し
て
さ
す
れ
は
そ
れ
も

ち
か
い
又

 
 

さ
ら
に
と
や
し
て
見

ん
と

お
も
ひ
て
さ
す
る
も
ち
か

へ
は
也
え
す
や
と
云

 
 

義
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心

 

宗
碩
聞
書
 

…
・-
そ

へ
に
と

て
は
領
解

し
た
る
也
…
…

 

ほ
)

 

な
た

 

ほ
う

 

お
の

 

(
ひ

 

付
需
 
宿
直
の
心
也

『古
聞
』

…
…

一
説
節
會

之
時
群
臣
内
裏

二
砥
候

の
日
を
い
ふ
と

云
ミ

 
 

宿
直
の
心
な
る

へ
し
…
…

 

㎜
み
山

に

ハ
あ
ら
れ

ふ
る
ら
し
外
山
な
る
正
木

の
か
つ
ら
色
付

に
け
り

 

付
器
 
下

心
天
子
の
ゐ
な
か
ら

天
下
を
し
ろ
し
め
す
事

心
に
こ
も
れ
り

『
古
聞
』

…
…
天
子
治
世
之
心
遼
遠
ま

て
を

も

は
か
り
し
ろ
し
め
す

へ
き
義
也

宗
祇
か
ら
師
資
相
承
し
た
多
く

の
門

下
が
交
流
す
る
う
ち
に
、
各
自
相
互

の
聞

書

に
敏
け
た
注
文
を
押
紙

と
し
て
貼
附
し
て
お
く

こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
が
板
本

に
取
り
込

ま
れ
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
。

 
結

論
的

に
原
本

『
南
度
聞
書
』
か
ら
板
本

『
雨
度

聞
書
』

の
上
木

ま
で
を
客

述
し
て
み
る
と
次

の
や
う

に
な
る
で
あ

ら
う
。
省
柏
が
爲

し
持

つ
て
ゐ
た

「
秘

本

」
と
構
す
る
宗
祇
自
筆
本
系

『
雨
度
聞
書
』
は
、

そ
の
門
流

の
連
歌
師

の
系

譜

の
中

で
秘
藏

さ
れ
書
爲
さ
れ
、
そ
の
人

≧
の
古
今
集
講
澤
は

こ
と
に
假
名
序

に

つ
い
て
は

『
古
聞
』
な
ど
を
合

は
せ
用
ゐ
な
が
ら
、
人

≧
の
意
識

の
中

に
最

も
正
統
的

位
置

を
有

し
て
ゐ
た
の
は
こ
の
秘
本
だ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て

『
爾
度
聞
書
』
上
木

に
あ
た

つ
て
、
秘
本
三
冊
そ

の
ま

&
の
出
版
公
開

は
な
ほ

は
ゴ
か
ら
れ
、
次
善

の
方
策

と
し
て
、
歎
種
集

め
た
聞
書
中
本
來
的
な

『
両
度

聞
書
』
で
は
な
い
が
可
能

な
限

り
そ
れ
に
最
も
近
き

を
求

め
、
假
名
序

に
於

て

は
省
柏
門

流
の
聞
書

に
、
以
下

は

「秘
本

」
に
ほ
ゴ

一
致
す
る
形
態

で

一
具

と

な

つ
て
ゐ
た
古
今
注
を
多
少

の
封
校

の
後

『
古
今
和
歌
集
爾
度

聞
書

』
と
銘
打

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14

ち
刊
行
し
た
も

の
と
考

へ
ら
れ

る
の
で
は
な

か
ら
う
か
。

こ
の
意

味
で
は
板
本

は
種

≧
制
約

の
多

い
當
時
と

し
て
宗
祇
自
筆
本

『
雨
度
聞
書
』
の
姿

を
よ
く
と

ぼ
め
て
ゐ
る
と
評
債
す

べ
き

で
あ
ら
う
か
。
た

ぼ
假
名
序
聞
書

が
省
柏
経
由

で

あ
る

こ
と
を
示
す
奥
書

を
省
き
、
末

珊
に
常
縁

の
加
謹

の
み
を
附
す

な
ど
は
、

正
統
性
を
主
張
し
よ
う

た
め
の
操
作
と
解
せ
な
く

は
な

い
や
う

に
も
思

は
れ
る

の
で
あ

る
。

 
以

上

『
爾
度
聞
書

』
に
つ
い
て
の
き

は
め
て
基
礎
的
な

問

題

解

決

の
た

め

に
、

一
つ
の
案

を
記
し
た
。
し
か
し
宗
祇
以
下
の
古
今
集

聞
書

は
は
な

は
だ
多

く
傳
存
す
る

の
で
あ

つ
て
、
な

ほ
今
後
綱
羅
的
調
査

に
合
は
せ
さ
ら
に
そ

の
補

正
を
期
す

こ
と
に
し
た
い
。

 

注

1
 

以
下

の
引

用
等
す
べ
て
片

桐
氏
活
字
醗
刻
本
に
よ
る
。
今
同

も
ま
た

こ
の
書

の
恩

恵

に
浴
す
る
と

こ
ろ
す

こ
ぶ
る
多

い
。

2
 
重

阿
は
宗

祇
門
と

い
ふ
。 

ま
た
、
雨
角
倉

一
氏

「
宗
祇
年
譜
稿
」

(山
梨
県

立
女

 
子
短
期
大
学
紀
要

15
 

昭
和

57

・
3
)

に
、
連
歌
會

の
連
衆

と
し
て
宗
祇

に
同
席

し

 
て
数
度
名
が

み
え
て
ゐ
る
。

文
明

八
年
三
月

(美
濃
十
花
千
句
)
、
長
享
元
年
十
月

 

(葉

守
千

句
 
於
種

玉
庵

)、
長
享

二
年
三
月

(朝
何
百
韻
)
。

3
 
次

の
各
首
釈
文

中
に
あ
る
。

鵬

・
㎜

・
川

・
蹴

・
謝

・
蹴

・
珈

・
鵬

・
翻

・
㎜

・
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糊

・
協

・
糊

・
観

・
鵬

.

こ
れ

ら

の

「
又

云

…

…

」

と

あ

る
と

こ
ろ

の
右

肩

に
傍

記

 

す

る

。

た

だ

し

、
「
又

云

」
が

二

箇

虚

あ

る

蹴

は
前

の
方

、

謝

は
雨

方

の
、

と
も

に

右

肩

に
、

又

…
…
は

澤

文

す

べ

て
が

後

度

の

も

の
ら

し
く

そ

の

冒

頭

右

肩

に

、

㎜

は

 

「,
下

の
心

」

の
右

肩

に

。

繹

文

そ

の
も

の

は
尚

通

聞

書

に
同

。

4
 

68

・
73

・
74

・
81

の
各

首

繹

文

中

に
あ

る

。
後

出

。

5
 

15

・
21

の
繹

文

に
。

後

出

。

6
 

協

・
姐

・
眼

の
澤

中

に
あ

る

。
後

出

。

7
 

僅

か
な

省

暑

を

も

含

め

る

と

、

29

・
㎜

・
麗

・
囲

・
㎜

・
脳

・「
冬

歌

÷

州

・「
物

名

」

 

 

了

8

0

8

9

5

4

5

9

3

8

7

0

1

2

0

3

 

・
9

・
O

●
5

●
7

●
7

・
8

・
0

・
1

.
-
:

2

・
4
●
5

・
8

・
6

0
6

●
了

0
8

 

 

4

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

 

・
視

・
㎜

・
螂

・
臓

・
脳

・

「
誹

諾

嵜

」
 
・
鵬

・
鵬

・
93

・
㎜

、

の
各

首

・
各

部

類

 
名

の

繹

に
。
多

く

は

重

複

や

輩

純

な

過

誤

を

除

く

こ

と

が

目

的

だ

つ

た
ら

う

が

、

 

圏

の
次

の

や

う

な

大

省

署

は

は

冥

か

る

べ
き

理

由

が

あ

つ
た

の

で
あ

ら

う

か
。

奪

経

 

閣

本

の

 

 
夫

日

本

ハ
神

國

也

神

代

よ

り

人

の
世

と

わ

か
れ

て

仁

王

は

し
ま

る

ハ
大

道

魔

て
仁

 

 

義

興

之

理

也

故

に
日

神

此

時

和

光

同

塵

給

ひ

て
邪

正

を

た

玉
し
徳

を

ほ
と

こ

し

ま

 

 

し

ま
す

者

也

 

と

い

ふ

い
さ

二
か

大

上

段

な

一
文

が

な

い
。
 

(
そ

の
か

は

り

、
尚

通

聞

書

で

は

「
是

 

即

和

光

同

塵

の
恵

也

。

学

者

尤

可

仰

之

こ

と

は

り

也

。
」
 

と

い

ふ
多

少

ト

ー

ン

・
ダ

 

ウ

ン

し

た
文

に

さ

し

か

へ
ら

れ

る

)
。

8
 

爾
本

と

も

に

『
僻

案

抄

』

を

要

約

し
た

り

噌
部

引

用

し

た

り

し

て
ゐ

る

の

は
、

41

 

・
鵬

・
鵬

・
魏

・
鵬

・
麗

・
窩

・
脳

・
闘

・
㎜

・
鵬

・
鰻

・
㎝
。

尚

通

聞

書

に

ほ

ゴ

 

全
文

を
引

用

す

る

の
は

、

19

・
28

・
61

・
95

・
m

・
伽

・
田

一

醜

・
励

・
m

・
謝

・

 

6

8

5

9

4

4

8

8

0

9

5
0

 

6

・
8

・
6

・
6

・
7

0
8

.
9

・
0

●
5

・
1

・
0

 

3

3

4

4

4

4

4

5

5

6

8

 

 

ま

た

尚

通

聞

書

に
濁

自

な

繹

文

は

、

…
…
・
励

・
謝

・
獅

・
蹴

・
蹴

・
珊

・
晒

・
鰯

・
晰

 

鵯
66

●
76

。
88

●
18

り
48

●
58

も
81

℃
92

・
94

.
03

D
16

.
18

◎
23

馬
25

。
31

.
32

 

・
幌

・
鵬

・
…
…
・
㎝

(
寄

の
補

入

)
・
㎝

・
㎝

・
㎝

・
㎜

・
㎜

、

の
各

首

に
。

9
 

金

子

金

治

郎

氏

も

、

そ

の

『
宗

砥

の
生

活

と

作

品

』
 

(
昭

和

58

・
2

)

の
中

で
片

 

桐

氏

の

お
説

を

前

提

に

『
雨

度

聞

書

』

論

を
展

開

さ

れ

、

さ

ら

に
尚

通

聞

書

は

『
僻

 

案

抄

』

を

『
六

巷

抄

』

か

ら

孫
引

き

t

て

ゐ

る

の
で

は

な

い
か

、

と

も

推

測

さ
れ

て

 
ゐ
る

、
た

ゴ

『
六
巻
抄
』
 
(同
じ
く
片
桐
氏
前
掲
書
活
字
醗
刻
)
を
、
尚

通
聞
書
と

 
比
較

し
て
み
る
と
、
例

へ
ば

小
稿

第
二
項
引

用

の
19
番
に
於

て

『
六
巻
抄

』
は

ス

か

 
す

が
野

)
に
と
ぶ
ひ
野

」
と
か
「
其
野
を

ま
も

る
人
を
野
守
と

い
ふ
。」
と
か
を
敏
睨

し

 
て
引

い
て
ゐ
る
。

そ
れ

に
反
し
、
尚
通
聞
書

に
は
全
文
あ

や
ま
り
な
く
引

用
す
る
。

從

つ
て
こ

鼠
は

『
僻
案
抄
』

そ

の
も

の
に
擦

つ
て
讃

み
込

ん
で
ゐ

る
と
考

へ
た

方

 
が

よ
り
自
然

か
と
考

へ
る
。

つ
い
で
に

い
ひ
そ

へ
る
と
、
同
論
文

に
、
尚

通
聞
書

に

 
多

出
す

る
語

「御

注
」
11
常
縁
注

と
解

さ
れ
る
鮎
、
同
じ
た
く
思

ふ
。 

「
御
家
」
な

 
ど

の
語
も

ま

x
見
う
け

ら
れ

る
が

こ
れ

も

「東
家

」
と
解

す
べ
き

で
あ

る
。
例

に
よ

 

つ
て

『
雨
度
聞
書
』
を
毫
本

に
最
晩
年

に
構

じ
た
掲
本

出
6
に
は

「御
家

」
を

「
東

 
 
 

 
 
 
 
 

 

0

 
家

」
と
い
ひ
か

へ
る
例
皿
が
あ
る
か
ら

で
あ

る
。

10
 
前
號

の
小
論

に
も
ご
く

一
部
引

用
し
た

『宗

長
記
』
大
永
五
年
十

一
月
十
日

の
條

 
を
、
岩
波
文
庫
本

に
よ

つ
て
示
し
て
お
き
た

い
。
宗

祇
の
古
今
集
講

繹
に

い
く

つ
か

 
の
段
階

の
あ

つ
た

こ
と
が
推
測

さ
れ

る
。

 
 

氏
輝
元
服

十

一
月
廿

日
、竜

王
殿
御
元
腹
あ

り
て
、五
郎
氏
輝
。
を

の
く

祝
言

 
 
馳
走
。
例
年

に
も

こ
え
侍

る
と
な
り
。
同
廿
五
日
、
彼
祝
言
法
楽
連
歌

。
発
句
、

 
 
 

 
霜
と
を
し
は

つ
も

と
ゆ

ひ
の
わ
か
み
ど
り

 
 
古
今
集
聞
書
五
冊
、

口
伝
切
紙

八
枚
、
氏
輝
ま

い
ら

せ
を
き
侍

り
。
あ
と
は

か
も

 
 
 

 
 
は
つ
か
し
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 こ
の

 
 
な
き
事
恥
敷
思

は
ぬ
に
は
侍

ら
ね
ど
、
氏
輝
廿

に
も
あ
ま
り
、
此
道

い
た
り

ふ
か

 
 
く
な
ら

せ
給
ひ

て
後
、
自
見
あ
り

て
、
無
用

の
も

の
と
も
お
も

ひ
す

て
給

は

ゴ
、

 
 
八
人
童
子

に
あ
た

へ
ら
る

べ
か
ら
ん
や
。

 
 
 

あ
さ
け
れ
ど
聞
し
ば

か
り
を
君

は
こ
れ
我
家

の
み
ち

に
つ
た

へ
そ

へ
な

ん

 
 
宗
祇
故
人
、
此
道
執

心
浅
か
ら
ず

し
て
、
諸

家

の
師
範
と
な
り
、

こ
と

に
は
、
近

 

ゑ
ど
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ゆ
いじ
ゆ
いち
に
ん

 
 
衛
殿
殿
下
、

三
迫
遙
院

殿
尭
空

、
唯
受

一
人

の
御
口
伝

と
か
や
。
長
阿

(
11
宗
長
)

 
 
同
宿
し

て
、
数
年
無
二執

心

「。

一
紙

の
も
の
も
き

か
ず

し
ら
ず

か
し
。
や
う

く

 

こ
の
 
 
け
ち
え
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
 
 
 
 
 
し
や
5
れ
ん
ゐ
ん
ど
の

 
 
此
集
結
縁
ば

か
り
、
唯

↓
篇
あ

ら
く

の
事
な

る
べ
し
。

此
時

に
、
青
蓮
院

殿

の

 
 
治
部
卿
法
眼
泰
謳
同
聴
。

11
 
但

し
、
み
の
が
し
得
な

い
差
違

が
数
箇
庭

に
あ
る
。

 
 

一
、
「
あ
ら
か
ね

の
つ
ち

に
し
て
は
…
…
」
の

一
段

の
注
文
末
尾

に
、
奪
経
閣
本

は

一45一



 
 
但
そ

の
八
重

か
き

を
と
い

へ
る

に

ハ
定
家

卿
も
七
口
田

の
神
圭

の
先
祖
兼
直

に
尋
給

 
 
ひ
け
る
と
そ

 
な
る

一
文
を
有
す

る
。
同
圭
旨

の
注
文
が

『
古
聞

』 
に
有
り
 
(「
此
寄
神
道
家

二
有

 

口
傳
云
く
京

極
黄
門
も
傳
受
給
也
」
)、
宗
祇
以
下

の
増
注
と
思

は
れ

る
。

 
 
二
、
同
様

に

「
い
に
し

へ
よ
り
か
く

つ
た
は
る
う
ち

に
も
…
…

」

へ
の
注

文
末

尾

 

に
、
奪
経
閣
本

は

 
 
後

成
恩
寺

殿
御
註
云
な
ら

の
御
時

の
事
 
 
文
武
天
皇
初

ハ
藤
原
宮

に
ま
し
ま
す

 
 
高
市
郡
也
慶
雲
元
年
・
平
城
に
う
つ
り
処和
醗

元
正
天
皇
も
藤
原
平
城
に
都
を
た
て

 
 
け

る
其
後
元
正
よ
り
光
仁

ま
て

ハ

一
向

に
卒
城

の
宮

也
人
丸
赤
人
同
時

の
帝
を
申

 
 
さ

ハ
文
武
天
皇
也
故

に
定

家
卿
の
本
に
文
武
天
皇
と
傍

に
し
る
し
侍

り

 
を
加

へ
る
。

一
條
無
良

の

『古
今
集

童
蒙
抄
』
の
引
用
で
あ

る
。

こ
れ
も

又

『古
聞

』

 
に
、
小
字
讐
行
で

 
 
私

(朱
)
へ
文
武
開
奈
良
宮
而
蹄
藤
原
宮
給
重
用
/
奈
良
宮
云
く
後
常
恩
寺
殿
注

 
と
附
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
右
肩

に
朱
筆

で

「
私
」
と
あ

る
の
は
常

縁
か
ら
傳

は

つ
た
の

 
で
は
な
く
て
私
に
宗
祇
以
下

(宗
祇

・
省
柏
あ
た
り
)
が
い
ひ
そ

へ
る
と

い
ふ
意

味
、

 
つ
ま
り
、
常
縁

の
校
閲
を

へ
て
は
ゐ
な

い
と

い
ふ
意
味

で
あ

ら
う
。

し
た
が

つ
て
尊

 
経
閣
本

の
こ
の
引

用
も
宗
祇
以
下

の
増
注

で
あ
り
、
も

し
宗
祇

そ
の
人

の
増
注
と
す

 
る
な

ら
ば
、
尚
通
に
樹

し
て
假
名
序
聞
書
を
示
し
た
時
は
師
説
そ

の
ま

x
を
傳

へ
よ

 
う
と

し
て
除
く
べ
き

こ
と
を
指
示

し
た
の
で
あ

ら
う
か
。

 
 
三
、
同
じ
く

「秋

の
ゆ

ふ

へ
た
つ
た
川

に
な

か
る

瓦
も

み
ち

は
を
…

…
」
に
封
す

 
る
注
文
末
尾
に
、
尊
経
閣
本

は

 
 
蒙

求
へ
聖
人
不
凝
滞
於
物
故
能
与
世
押
移

を
加

へ
る
。

こ
れ
は
既

に
前

の
注

文

に
引

用
が
あ

つ
て
、

「
聖
人
不
澆
滞
干
物
好
与

 
世
押
移
」
と
字
句
多
少
異
な

る
が
重
複
で
あ
り
、
出
典

の
明
記

の

つ
も

り
だ

つ
た
か

と
思

は
れ
る
。

12
 

た

ゴ
し
、

常
縁
の
加
謹
が
な

い
。

板
本

の
底
本

そ

の
も

の
で
は

な

い
の
で
あ

ら

う
。

も
う

一
つ
該
書

の
特
徴
と
し
て
は
、
口
訣

の
い
く

つ
か
を
小
字
讐
行

で
記

し
て

 
ゐ
る
部
分
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。

口
訣

の
本
文
化
と

い
ふ
現
象

に

つ
い
て
は

別
に
考

へ
た
い
。

13
 

「
付
番
」
と
小
字

で
傍
記
さ
れ

る
増
注

は
、

飼

(但

「付
番

」
で
な
く

「
切
紙
」

 
と
傍
記

)

・
麗

・
鵬

・
鵬

・
蝟

・
蜘

●
脱

・
鵬

●
脳

・
鰯

・
鰯

.
脚

.
鵬

.
粥

●
脚

 

・
捌

・
「
旋
頭
寄
」
・
帽

・
鵬

・
鵬

・
脳

・
腰

・
……
・
鰯

・
㎜

・
「
大
寄

所

御

寄

」
・

 
㎝
、
の
各
首

・
各
部
類
名

に
つ
い
て
附
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
う
ち
元
來

の
注

文
と
ま

 
玉
重
複

し
な
が
ら
、
注
繹
的
知
識
で
な
く
内
容

の
よ
み
と
き

(下

の
心
)
を
示
す

の

 
は
、

働

・
鯉

・
鵬

・
鵬

・
鵬

・
㎝
、
の
各
歌
注

に
附
さ
れ
る
そ
れ

で
あ

る
。

14
 

掲
出
本

1
や
掲
出
本

5
の
内
題

そ
の
他

の
形
態

か
ら
さ
ら

に
臆
測
す
れ
ば

、
實

は

 

『
雨
度
聞
書
』
と
は
宗

祇
以
來
巻

一
～
巻
十

の
注

の
み
を
指
し
、
そ
れ
が
假
名
序
聞

書

を
も
含

め
こ

の
書
名

で

↓
括

さ
れ

る
の
は
板
本

に
は
じ
ま
る

の
か
も
知
れ
な

い
。

(
追
記
)

 
小
稿

は
鴎
全
國
大
學
國
語
國
文
學
會
春
季
大
會

(
於
帝
京
大
學

)
で
の
口
頭

獲
表
を
も
と
と
し
た
。
機
會
を
お
與

へ
い
た

冥
き
、
會
場

で
お
教

へ
賜

つ
た
同

學
會
の
諸
先
生
に
お
禮
申
し
上
げ

た
い
。
ま
た
小
稿

の
な
る
に

つ
い
て
慶
大
卒

澤
五
郎
教
援

の
御
指
導

・
御
誘
液
、
岩
松
研
吉
郎
助
教
投

の
御
助

言
を
得

た
。

雨
先
生
に
お
禮
申

し
上
げ
る
。

Ω
朋
稿

の
訂
正
)

 
本
誌
前
號

に
牧
載
し
た
小
論

に
は
尚

通
聞
書

11

『
爾
度
聞
書
』
と

し
た

こ
と
以
外

に

も
補
訂
を
加

ふ
べ
き
と

こ
ろ
が
あ

り
、
ま
た
も

つ
ぽ

ら
不
注
意

に
よ
る
誤

記

(校
正

の

不
徹
底

・
誤
讃

な
ど
)
が

い
た
る
と

こ
ろ

に
散
在
し
そ

の
ま
ま
に
放
置

し
が
た

い
の
で

合
は

せ
て
蝕

に
訂

し
て
お
き
た

い
。

 
の
論
旨

の
訂
正

 
P
40
上
段
、
国
立
國
會
圖
書

館
本

『
古
聞
』
即
ち
省
柏
そ

の
人

の
聞
書

、
と
考

へ
た

こ
と
を
保
留
と
し
た

い
。
省
柏
が
そ

の
聞
書

に
、
宗
祇

の
指
示

の
ま

玉
に
、
あ
る
ひ
は

宗
祇

か
ら

『
六
巻
抄
』
を

か
り

て

「
六
注
」
と
明
記

し
た
と
考

へ
た

こ
と
を
、
從

つ
て

今
保
留
と

し
た

い
。
そ
れ
が
後
人

の
追
補

で
あ
る
蓋
然
性
な

し
と

し
な

い
。 
『
古
聞
』

と
内
容
大
暑

一
致
す

る
奪
経
閣
文
庫
藏

の

『
古
今
和
歌
集
聞
書
』
(
省
柏
門
下
宗
訊
筆
)

は

「,六
注
云
≧
一

の
注
文

を
全
く
敏
す

る
か
ら
で
あ

る
。
但
し
眞
名
序

注

に
つ
い
て

こ
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れ
以
前
で
問
題

に
し
て
ゐ
る
附
加
部
分
が
宗
祇
以
來

の
注
文
と

い
ふ

こ
と
は
攣
更

し
な

い
。
奪
経
閣
藏
宗
訊
筆
聞
書

に
も

そ
れ
が
あ

る
か
ら
で
あ

る
。

 

P
42
下
段
、
『十

口
抄

』
の
内
容

に
つ
い
て
。
假
名
序
注
は
原
本
 
『
雨
度
聞
書

』
を

中
心

に
省
柏

の
聞
書
を
傍
記
、

巻

一
～
巻
廿
注
は
原
本

『
爾
度
聞
書

』

と
省
柏
の
聞

書
、
自
ら

の
聞
書

(今
回

の
小
論

で
言

及
し
た
掲
出
本

6
は
清
書
本
)
と
を
合
成
、
眞

名
序
注
は
原
本

『
雨
度
聞
書
』
を

そ
の
ま

瓦
書

爲
、
と

い
ふ
形
。

⇔
誤
記

の
訂
正

 

P
33
下
段
1
4
 
宮
内
聴
↓
宮
内
庁

 

P
35
下
段
1
5

・
6

・
7

・
8

・
9
 
煙
↓

畑

 

P
36
上
段
1
21
 

黒
色
覆
表

紙
↓
新
補
黒
色
表
紙

 

P
38
下
段
1
4
 
如
此
被

一一撰
↓
如

此
被

レ撰

 

P
39
上
段

1
20

・
23
 
尽
↓

画

 

P
39
上
段
1
21
 

「
錦
」

ノ
ア
ト

ニ

「
云

ζ
」

ヲ
加

フ

 

P
39
上
段
1
22
 
七
言

く
志
↓
七
言
之
志

 

P
44
下
段
1
9
 
傭
観
↓
傭
騒

 

P
45
上
段
1
21
 

い
つ
れ
↓

い
ず
れ

 

P
45
上
段
1
24
 

如
何
↓
如
此

 

P
46
上
段
1
14
 

遇
可
二美
少
↓
遇

二可
美
少

 

P
46
下
段
1
7
～
P
47
上
段
1
10
 

(校
正
不
全

に
し
て
誤
記
き
は
め
て
多

し
。
再

 
び
蘇
字
し
掲
出
す

る
。
傍
瓢

は
敏
字

を
示
す
。)

(
コ
ノ
歌
)

ア
メ
ツ
チ

ノ
ヒ
ラ

ク
ル

ハ
國
常
立
尊

ノ
御
時
也
天
神

七
代

ノ
始
也

ヤ

マ
ト

 
 
 

 
 
 
 
 

 

(
へ
)

寄
ト
云

ハ
地
耐

ノ
始

ト
心
得
タ

ル

ハ
イ

ヵ

二
/
當
流

ノ
心

ハ
自
宅

未
分
ノ
処

ヲ

ハ
ヒ
ラ

 
 
 

(
へ
)
 

(山
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
・)
(
フ
タ
・
ヒ
)

ヶ
ス
心
得
タ
ソ
ヤ

マ
ト
ウ
タ
ト
云

■
ヲ

コ

・
ニ
テ
ニ
度

云

タ
ト
心
得
ル
也
/
他
流

不
然

 
 
 

 
 
 
 
 

(チ
カ
ラ
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミ
 
(
ハ
)
 
 (
フ
)

晋

ヲ

ヨ
メ

ハ
天
地
鬼
神

ノ
カ

カ
ツ

ヨ
ク
ナ

レ
リ
水

二
水

ヵ
イ

レ

ハ
水
キ

ワ

カ

ソ

ヒ
火

二

 
 
 

 

(
ホ
ノ
ヲ
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
ナ
ニ
)

火
ヵ
イ

レ

ハ
焔
/

ヵ
添
也
イ

マ

ハ
古
注

ノ
古

ハ
小
也
今

ハ
何
ト
ノ
古

ノ
字

ヲ
書

ソ
當
流

ハ
古
注

ヲ

ハ
不
用

サ
レ
ト

モ
又
談

ス
ル
也
/

ア
マ
ノ
浮
橋

ハ室
中

ノ
名
也

(
イ
サ
ナ
キ

イ
サ
ナ
ミ
ノ
寄

ハ
ア
ラ
ウ
レ
シ
ヤ
ヲ
ト

メ

ニ
ア
ヒ
ヌ
ト

云
也

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ

ハ
地
神

三

 
 
 

 
 
 
 
 
(稚
)

代

ノ
比

ナ
リ
)

ア
メ
ワ
ヵ
ミ

コ
ハ
天
照

ヵ
ラ

日
本

へ
勅
使
也
田
舎

神

ニ
ア

マ
ノ
浮
橋

へ

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
(
シ
テ
)

マ
イ

ラ
ヌ
神

テ
/

ア
リ
シ

ム
ス
メ

ノ
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
ト

云

ニ
ア
メ
ワ
カ
ミ

コ
ノ
貧
着
ノ

 
 
 

 
(
・
)(
ミ
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(イ
)

イ

タ
リ
天

ニ
テ
見

レ

ハ
下
界

ノ
岡
谷

二
此
耐

ノ
/
ウ

ツ
ク

シ
サ
ヵ
テ
リ
カ
・
ヤ
キ

タ
リ

コ

(
・
)
 
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
チ
ス
キ
タ
カ
ピ
コ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ

・
ニ
テ

下

照

姫
寄

ヲ
ヨ
、ミ
シ
ヲ

エ
ヒ
ス
寄
ト

云
也
味
粕
高
彦
根

尊

ハ
下
/
照
姫

ノ

 
 
 

 
(
ア
メ
ワ
カ
)

兄
才
也

又

ハ
天
稚

ミ

コ
ノ
兄
才
也

セ
ウ
ト
ト
ハ
男

ノ
兄
才

ヲ
云
也
天

ヘ
モ
蹄

ラ
ス
メ
ア

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

(
・
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
)

リ

シ
カ
天
照

ノ
箭

ニ
ア
/

タ
リ
テ
死
ス
後

二
積

ヲ
天

ヘ
ウ

ッ
ス
時

二
下
照
姫

ノ

兄
才

ヲ

 

(
・
)

ツ
レ
テ
ノ
ホ
レ

ハ
此
弟

ウ
ツ
ク

シ
ク
テ
岡
谷

ニ
テ
リ
カ

・
ヤ
ク
也

/

又
ノ
秘
設

ニ
ハ
上

 
 
 

 
 
 

(
イ
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
ソ
ト
云
義
ア
リ
)

下

ニ
テ
リ
ヵ

・
ヤ
キ
テ

(人

ノ
)

ミ
ヌ
人

ハ
ナ
キ
ト
也
 

 
 

 

(
イ
ヵ

・
ア

ル
ヘ
キ

ソ
ロ
地
上
界
下
界

ワ
カ

レ
テ

ハ
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
ノ
寄

ガ
下
界

ノ
始
也
天
照

ハ
天

ノ

浮
橋

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

(
ニ
メ
壊
ス
ル
■
ハ
ナ
キ
也
)

テ
ノ
ミ

ョ
ム
也
)
久
竪

ハ
竪
固

不
壌

ノ
義
也

 
 

 
 

 
(
エ
ヒ
ス
寄

ハ
イ

ナ
ヵ
寄
也

ス

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(
・
・
・
…

ト
ハ
)
 

 
 

 
 
(
シ

サ
ノ
ヲ
ノ
ヲ

ハ
ソ
サ
ト

ヨ
ム
也

)
天
照

ト
 

ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
 
 

御
中

/

ア
シ
キ

・
) 
 
 
 
 

(也
)

也
四
人

ノ
兄
才

ア
リ
月
神

ヒ
ル

コ
ソ
サ

ノ
ヲ
等
也

(月
神

ハ
無
事
也

ヒ
ル

コ
ハ
三
年
足

手
ロ

タ

・
ス
龍
宮

ヲ
ツ
カ
サ
ト

ル
ス
サ

ノ
ヲ

ハ
男
紳
也
世

ヲ

ハ
ヵ
ラ

ハ
ン
ト

ノ
天
照

ト

中

ワ

ル
シ
 
一 

 

 

 

 

一

七
度
イ
サ

ヵ
フ
テ
七
度

メ
ニ
天

ヨ
リ

征
伐

ス
出
雲

ノ

ス
ヵ
チ
ノ
里

ニ
ス
ミ
テ
大
社

一 
 

一)
後

二
懇
望
メ
和
与
ノ

劔

ヲ
呑
テ
誓
也

(
安
徳

ノ
時

ノ
況

シ
)
寳
劔
是
也
和
/

ス
ル
ヲ
以

テ

天
下
太
李
也

故

二
大

二
和

ス
ル
ト
書

テ
ヤ

 
 

(
ヨ
ム
)

マ
ト

・
讃

也

コ
・
ニ
テ
八
雲

(
タ
ッ
イ

ッ
モ
八
重

カ
キ
)
ノ
寄

ヲ

ヨ
ム
也

(
□

後

)
茄

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
(
ヨ
ム
) 
 
 

モ

一
字

(
ヲ
ヨ
ム

ハ
)
嘉
例

ニ
ナ
ル
也
/

(専

ハ
長
寄

ヲ
ヨ
ム

ヘ
キ

■
也

三
種
神
器

ハ
才

二
代

ヨ
リ
始

レ
リ
ロ

代

ノ
寄

ハ
ア
マ
リ

ス
ナ
ヲ

ニ
テ
今

ノ
下
界

ノ
人

ハ
シ
ラ
ヌ
也
)

神

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(
・
) 
 
 
 

(
へ
)

代

ノ
寄

ハ
六
ノ
過

ヲ

ハ
ナ
レ
タ
リ
眼
耳
鼻
等
也
此
過
ヲ

ハ
ナ

レ
タ
ル
ポ
ト

ニ

心
得
カ
タ

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

(
・
)(
ミ
)

キ
也

ソ
ラ
ミ

ッ
ヤ

マ
ト
/

ノ
國

卜
云

ハ
天

ニ
テ
見

タ
ル
ヤ
マ
ト

ノ
國
也

(
此
上
古

ニ
ハ
六

義
十
躰

ハ
ナ
シ
)
澆
季

ニ
ナ
リ
テ
 
(
ハ
戒
文

ヲ
シ
ラ
イ
テ

ハ
叶

フ

ヘ
カ
ラ
ス
故

二
)

種

 
 
 

 
 
 
 
 

(
…

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(葉
)

々

二
寄

ノ
躰
出
來

タ
リ
サ

レ
ハ 

(
今

ハ
古
今

ヲ

モ
シ
ラ
ス
)

古
今

ヨ
リ
モ
万
代

ハ
/

シ

 
 
 

 
 
 
 
 

 

(之
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<
葉

ラ

レ
ス
万
葉

ヨ
リ

モ
耐
代

ノ
歌

ハ
シ
ラ

レ
ヌ
モ
ノ
也

是

三
ア

(
ス
ナ
ホ
ニ
テ
)

事

ノ
心

ワ
キ

カ
タ
カ
リ

ケ
ラ

シ
ト
云

コ
ヲ
知

ヘ
シ
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